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～ひとこと～

新年あけましておめでとうございます。 旧年中は、皆さまに多大なるご支援とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。

本年は午年ということで、「スピード感」と「力強さ」を意識した一年にしていきたいと考えています。環境変化の速い中では、

立ち止まって考えることも大切ですが、考えすぎて一歩目が遅れてしまうともったいない場面もあります。まずは小さくても

一歩を踏み出し、走りながら軌道修正していく――そんな前向きなチャレンジを、チーム全体で増やしていければと思います。

本年も、皆さまと一緒に、明るく前向きに走り抜ける一年にしていきたいと思います。
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半自動型無人搬送車 デリバリーハンド [ABM15]
目的地まで無人で荷物を運ぶことに特化したかんたん無人搬送車です｡床面に磁気テープを

張り付け､その上を誘導し無人で搬送させる事ができます｡荷物を運ぶ事に必要な機能を最

小限に絞り､低コストでの導入を実現しました。人が係わる荷役運搬機器とは異なり､機械制

御による走行を行う為､走行時の人や荷物への接触事故を減らし､安心して働けることがで

き､また作業時間を削減し､より生産性の高い作業を行う事ができます｡

日本初で回生エネルギーを使用したバッテリー駆

動式の電気チェーンブロックです。電源がない現

場に持ち出してすぐ使うことができます｡電動工具

用のバッテリーを使用しており、長時間駆動が可

能です。無線操作を採用し、完全コードレス化を

実現しました｡これまで人力に頼っていた作業を

大幅に軽減して現場作業の効率を飛躍的に向上

します｡

切断砥石 一般鋼材用 105×1.2×１5(ｍｍ)

コストパフォーマンス抜群の切断砥石です。長期耐

久性に優れた酸化アルミニウム砥粒で、耐熱性に優

れた樹脂マトリックスを使用しております｡ガラス繊維

ネットがディスクをしっかりと補強して安全製を確立し

ました｡

１月号

電動チェーンブロック コードレス ＥＭ TM

CEM001IS(100KG) 揚程6m 定格荷重 100kg 定価¥566,000(税抜)

用途
●鉄､ステンレス､パイプ､アングル､

チャンネル､丸棒等の一般鋼材に

上記の製品は､補助金対象製品となって

おります。対象製品のリスト(カタロ

グ)に登録された省力化製品から､自社

課題に合わせて製品の選択ができます｡

是非、この機会に活用してみてはいか

がでしょうか！

●充電時間／約8時間

●フォークリフト免許不要

ABM15

1,500

132(ﾌｫｰｸ先端)

【手動】前後進 【自動】一方向

手動走行 55

自動走行 35

電動昇降

二輪速度差

PWM制御

電磁ﾌﾞﾚｰｷ／回生ﾌﾞﾚｰｷ

全負荷：約5時間(自動走行のみ)

±5mm以下

最大9箇所まで設定可能

最大9箇所まで設定可能

(共通)

非常停止ﾎﾞﾀﾝ  障害物接触ﾊﾞﾝﾊﾟ

過電流検出  パトライト  バッテリーアラーム

メロディーチャイム  荷幅検出ロッドセンサ

(自動のみ)
脱線検出  ハンドル傾斜検知

障害物検出光センサ

(手動のみ)
セフティースイッチ

ハンドル切角両側45°にて減速

型式

最大積載能力(kg)

揚程(mm)

走行方式

走行速度(全負荷)

(m/min)

設定ステーション

分岐点

安全装置

(標準)

路面凸凹

昇降方法

操蛇方式

制御方式

制動方式

連続走行目安時間

外径 刃厚 穴径



あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
格
別
の
ご
愛
顧
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
ト
ラ
ン
プ
関
税
で
世
界
中
が
対
応
に
追
わ
れ
混
乱
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
中
国
だ
け
は
一

貫
し
て
、
対
抗
策
を
取
り
続
け
、
結
果
、
ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
貿
易
摩
擦
が
激
化
し
、
レ
ア
ア
ー
ス
の

輸
出
規
制
な
ど
で
、
工
業
系
の
原
材
料
な
ど
が
不
足
し
て
高
騰
を
続
け
、
世
界
各
国
で
イ
ン
フ
レ
が
進

ん
だ
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

国
内
に
お
い
て
も
、
円
安
に
伴
う
輸
入
コ
ス
ト
の
上
昇
か
ら
値
上
げ
が
相
次
ぎ
、
イ
ン
フ
レ
が
進
行
し

ま
し
た
。
一
方
で
、
輸
出
は
為
替
の
追
い
風
も
あ
り
堅
調
に
推
移
し
た
も
の
の
、
国
内
需
要
を
中
心
と

す
る
企
業
に
と
っ
て
は
生
産
量
の
伸
び
悩
み
が
続
き
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
事
業
環
境
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
内
外
で
Ａ
Ｉ
・
半
導
体
分
野
へ
の
投
資
が
拡
大
し
、
個
人
投
資
家
の
増
加
も
相
ま
っ
て
株
価

は
高
水
準
で
推
移
し
ま
し
た
が
、
実
体
経
済
と
の
乖
離
を
感
じ
る
場
面
も
多
い
一
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
弊
社
は
昨
年
１
０
月
に
『
３
Ｔ
Ｉ
Ｃ
フ
ェ
ア
２
０
２
５
』
総
合
展
示
会
を
開

催
し
、
１
９
５
社
の
メ
ー
カ
ー
様
に
ご
出
展
い
た
だ
き
、
３
０
２
４
名
も
の
お
客
様
に
ご
来
場
賜
り
ま

し
た
。
改
め
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
隔
年
開
催
の
展
示
会
と
し
て
認
知
も
広
ま
り
、
県
内
工

業
高
校
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
課
外
授
業
の
一
環
と
し
て
ご
見
学
い
た
だ
く
な
ど
、
地
域
と
の
関
わ
り

が
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
土
曜
日
に
は

高
校
生
に
よ
る
ミ
ニ
四
駆
工
作
体
験
な
ど
も
行
わ
れ
、
ご
家
族
連
れ
の
姿
も
多
く
、
会
場
は
大
変
賑
わ

い
ま
し
た
。

地
域
の
お
得
意
先
様
に
支
え
ら
れ
、
私
た
ち
社
員
一
同
、
地
域
産
業
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
企
業
で
あ

り
続
け
る
べ
く
、
補
助
金
活
用
の
ご
提
案
や
省
人
化
対
策
な
ど
、
お
客
様
の
生
産
活
動
に
お
け
る
課
題

解
決
に
少
し
で
も
お
役
立
て
で
き
る
よ
う
、
よ
り
一
層
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
明
る
く
実
り
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
倍
旧
の
ご
支
援
と
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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